
   
                                          

＊本件は共同リリースのため、重複して配信される可能性があります。ご了承くださいませ。 

プレスリリース 

報道関係者各位 

2024 年７月１日 

一般社団法人関西イノベーションセンター 

公 益 社 団 法 人 京 都 市 観 光 協 会 

株 式 会 社 O y r a a 

 

通訳サービスアプリ「Oyraa（オイラ）」の利用による、 

京都市内での持続可能なオーバーツーリズム対策の実証実験を実施 

 

一般社団法人関西イノベーションセンター（理事長 早乙女
そ う と め

 実
みのる

、以下 当社団）と、株式会社 Oyraa

（代表取締役社長 コチュ・オヤ、以下 Oyraa）、公益社団法人京都市観光協会（会長 田中
た な か

 誠二
せ い じ

、以

下 京都市観光協会）は、インバウンド観光客の増加に伴い生じる多様な多言語対応を Oyraa が展開し

ている通訳サービスアプリ「Oyraa（以下 本アプリ）」が担うことで、インバウンド観光客の現地で

の困りごとやトラブルを事前に解消することを狙い、７月から 11 月の５か月間、京都市内を訪れるイ

ンバウンド観光客向けに本アプリの利用を促進する実証実験を実施します。本アプリは、必要な時にア

プリ上で通訳者を検索して呼び出し、音声通話・ビデオ通話で直接会話をしながら、旅先での言語の違

いによる意思疎通の難しさ、不便さの解消をサポートします。通訳は１分単位から利用が可能であり、

24 時間 365 日、予約不要で即通話、153 言語に対応しております。 

なお本取組は、当社団が運営するイノベーション創出拠点 MUIC Kansai（以下 MUIC）の課題解決

プログラムとして採択され、様々な企業、団体同士の共創を通じて課題解決に繋がるビジネス創出を目

指すオープンイノベーションプログラムとして進めています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   
                                          

・ 実証実験の概要 

 

実施目的 
通訳サービスアプリ利用促進による京都市内における持続可能なオーバーツーリ

ズム対策の構築 

実施期間 
2024 年７月１日(月)より 2024 年 11 月 30 日(土)までの５か月間 

（延長可能性あり） 

実施内容 

オンラインやオフラインでのインバウンド観光客との接点において、本アプリの

利用促進施策を実施。インバウンド観光客が現地でのお困りの際に本アプリを利

用、通訳者を介した円滑なコミュニケーションを図ることで事前にトラブルなど

を防止。 

1,000 名を上限に本アプリの利用料金を 10 分間無料で利用可能。 

（先着順。利用状況次第で上限を増やす可能性あり。） 

京都総合観光案内所（京都駅ビル 2 階）及び京都市内の宿泊施設と連携し、イン

バウンド観光客に対してクーポンコードが印字された掲出物を配布。 

利用対象者 京都市内に滞在するインバウンド観光客 

実施主体 

・Oyraa 

（役割）本アプリの提供 

・京都市観光協会 

（役割）京都総合観光案内所（京なび）等での情報発信 

・関西イノベーションセンター 

（役割）実証実験全体の企画調整、関連事業者の招聘 

利用方法 
配布された掲出物の QR コードから本アプリをダウンロード。掲出物に記載のクー

ポンコードを入力頂くと 10 分間の利用料が無料。 

 

・ 取り組みの背景 

◼ インバウンド観光客の本格回復に伴い、コロナ禍前から問題視されていた「オーバーツーリズ

ム」の課題はより一層厳しい状況となっています。 

◼ インバウンド観光客に対する情報の提供やマナーにおける啓発などは、多言語による看板やチラ

シ、デジタルサイネージ等での発信が一般的ですが、非英語圏、非中国語圏からの訪日者数が増

加傾向であり、今後すべての言語を対応することは困難な状況となっています。 

◼ 今回の取組では、様々な言語に対応した本アプリをインバウンド観光客に利用してもらうこと

で、オーバーツーリズム対策におけるこれまでのコスト負担を事業者等から観光客側に転嫁する



   
                                          

ことや、母国語同士でのコミュニケーションによる認識齟齬やトラブルの回避延いては満足度向

上に資する新たな仕組みづくりを目指す取組です。 

◼ また、本アプリの利用を通じて、どこの国籍の人が何に困り、どうすることで解決できたのか

等、データを蓄積し観光課題の特定及び改善方針策定の材料にも繋げていく取組となっていま

す。 

 

・ 今後の展開 

◼ この実証実験をきっかけに更なる利用を促進し、持続可能なオーバーツーリズム対策の実装を目

指します。 

◼ また、Oyraa と当社団は本実証実験を通じて、オーバーツーリズム対策の課題に直面している地

域へ展開することを検討してまいります。 

 

・Oyraa とは？ 

「人間の通訳者×アプリ」により、品質・利便性・経済性を両立した新しい通訳サービス。通訳の

“民主化”を掲げ、誰もがいつでもどこでも気軽に利用できる特徴として、24 時間 365 日、予約不要

で即通話、１分から利用が可能です。 

・iOS  ：https://bit.ly/4ezHfhz 

・Android：https://bit.ly/4cgzE5W 

 

 

・ ご参考：各社概要 

◆ MUIC Kansai（ミューイックカンサイ）について 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループおよび株式会社三菱 UFJ 銀行が設立した、一般社団法人

関西イノベーションセンターが運営する観光産業をテーマにしたオープンイノベーションの創出拠点で

す。2025 年大阪・関西万博を見据え、大企業とスタートアップ、自治体等が連携し、観光産業の課題解

決とともに新たな事業創出を目指した活動を行っております。 

 

・運営法人   一般社団法人関西イノベーションセンター 

・代表者    理事長 早乙女 実 

・所在地    〒541-0044  

大阪府大阪市中央区伏見町 3-6-3 

・開業     2021 年 2 月 

・URL     https://www.muic-kansai.jp/ 

 

https://bit.ly/4ezHfhz
https://bit.ly/4cgzE5W
https://www.muic-kansai.jp/


   
                                          

◆ 京都市観光協会について 

 

 

 

 

公益社団法人京都市観光協会（DMO KYOTO）は、京都市域において唯一、観光の振興を目的に活動

する団体として、行政はじめ関係諸団体との連携のもと、京都ならではの観光資源を活用した事業実施

や観光情報の発信など、戦略的な事業展開により京都の観光振興を積極的に推進しています。 

 

・団体名 公益社団法人京都市観光協会 

・代表者 会長 田中 誠二 

・所在地 〒604-0924  

京都市中京区河原町通二条下る一之船入町 384 番地 ヤサカ河原町ビル 8 階 

・設立  1960 年（昭和 35 年） 

・URL     https://www.kyokanko.or.jp/ 

 

 

 

◆ Oyraa について 

 

 

 

・社名  株式会社 Oyraa 

・代表者 代表取締役社長  コチュ・オヤ 

・所在地 〒105-0001  

東京都港区虎ノ門 4-1-1 神谷町トラストタワー23 階 

・設立  2017 年 3 月 

・事業内容 通訳者及びマルチリンガルを擁する人材ネットワークの管理、運営、広告代理事業 

・URL     https://www.oyraa.com/pages/home/ja 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】  

MUIC Kansai 問合せフォームよりお願いいたします 

URL : https://www.muic-kansai.jp/contact/ 

 

https://www.kyokanko.or.jp/
https://www.oyraa.com/pages/home/ja

